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土壌中の放射性セシウム及びストロンチウムの挙動評価

○井上由樹 1、中村秀樹 1、下田千晶 1、金子昌章 1、三倉通孝 1 （株）東芝 1

１．はじめに

 福島第一原子力発電所の事故により、多くの放射性物質が周辺環境へ飛散した。福島第一原子力発電所内で

は、環境整備の観点より土壌中の放射性ストロンチウム（以後、Sr）を除染する必要がある。これまで、放射

性セシウム（以後、Cs）については多くの報告例があり、Cs の土壌への吸着形態によって除染効率が変動す

ることが報告されている。Sr に関する報告はほとんどない。本報では、土壌の粒径別・吸着形態別に、土壌

中 Sr からの Sr 抽出率を評価し、Cs と比較した結果を報告する。 
２．方法

試験フロー図を図 1 に示す。土壌は粒径 20μm 未満、63μm 未満、100μm 未満、212μm 未満、2000μ
m 未満の計 5 条件に湿式分級した。模擬汚染として、それぞれに Cs 及び Sr 溶液を添加し 1 ヶ月静置後、固

液分離し試料土壌とした。その後、各試料土壌を抽出液に液固比 50ml/g、20℃で約 8 時間浸漬した。抽出前

後の土壌の放射能濃度を NaI（Tl）型検出器（Perkin Elmer 製）を用いて測定し、Cs 及び Sr 抽出率を評価

した。

抽出率 ＝ 100-（（試験後の土壌のカウント[cps]-バックグランド[cps]） 
÷（試験前の土壌のカウント[cps]-バックグラウンド[cps]））×100 

３．結果と考察

各粒径条件での Cs、Sr の積算抽出率を図 2 に示す。Cs 抽出率は水や硝酸カルシウムのケースでは低かっ

たが、水酸化ナトリウムのケースでは高くなった。これは、Cs が難溶解性の炭酸塩に付着していることを示

唆している。これまでの報告では、土壌中の Cs は粒径 20μm 未満の粘土シルトの層間や、非晶質の難溶解

性部に吸着しているとされていたが 1)2)、本試験結果では、各粒径条件での積算抽出率が同程度であることか

ら、粒径 20μm 未満の土壌においても、Cs は難溶解性の形態で吸着していることが示唆される。 
一方、Sr 抽出率は抽出液が水のケースで約 30％（粒径依存性小） 、硝酸カルシウムのケースで約 90％（粒

径 212～2000μm を除き、粒径依存性なし）であった。Sr は、粒径 212μm 未満の土壌では水溶性及び交換

性の形態で存在し、粒径 212～2000μm の土壌では炭酸塩に吸着して存在することが示唆された。Cs と Sr
とでは、土壌中での存在形態は異なるものの、それぞれ、存在形態に対する粒径依存性には大きな違いが無い

ことがわかった。本発表では、シュウ酸アンモニウム溶液による抽出結果についても併せて報告する。
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図 1 逐次抽出試験フロー図 図 2 各粒径条件別の積算抽出率 
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